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T

his paper is a study of the com
pilation criteria of Volum

e 8,Ribetsu, 

and Volum
e 9,K

iryo, of the K
okin W

akashu. First, it exam
ines the 

process of how
 the term

 K
iryo w

as adopted from
 a D

aishi in M
anyoshu 

into a heading of a category in K
okin W

akashu. Subsequently, the 

w
orks by Ō

tom
o no Yakam

ochi and sim
ilar w

aka poem
s are exam

ined. 

In doing so, this paper discusses how
 the acceptance of Senbetsu in 

C
hinese poetry had prom

oted the com
position of m

ore w
aka poem

s on 

Senbetsu by bureaucrats for one another. A
nd sim

ultaneously, how
 this 

also prom
pted the establishm

ent of the category on Ribetsu. H
ow

ever, 

it also indicates how
 the holding of banquets in w

hich poets w
ould 

com
pose their w

ork had w
eakened the sense of sorrow

 expressed in 

poem
s 

of 
separations. 

Furtherm
ore, 

it 
considers 

the 
com

pilation 

m
ethod of  K

okin W
akashu, w

hich had classified the Jyugaka and the 

w
aka poem

s of Yuran in its ninth volum
e, K

iryoka, and argues how
 this 

m
ethod had preserved the m

eaning of journey in the term
 K

iryo w
hile 

excluding 
the 

part 
that 

m
eans 

Ryoshu 
(m

elancholy 
felt 

during 
a 

journey). 

 

キ
ー
ワ
ー
ド 

羈
旅
（K

iryo

）
、
離
別
（R

ibetsu

）
、
部
立
、
編
纂 

 

は
じ
め
に 

 

「
羈
旅
」
と
い
う
語
は
漢
籍
に
お
い
て
、
「
旅
先
に
滞
在
す
る
悲
し
い
旅
」

を
指
す
用
例
が
多
く
、
旅
愁
を
持
つ
詩
語
で
あ
る
１

。
中
国
の
漢
詩
集
で
は
、

「
羈
旅
」
は
詩
語
と
し
て
散
見
し
て
い
る
が
、
部
立
に
な
っ
て
い
な
い
。
一

方
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
羈
旅
」
と
い
う
題
詞
は
、
歌
群
の
名
前
と
し
て

編
纂
者
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
殆
ど
が
「
雑
歌
」
に
用
い
ら
れ
て
い

る
が
、
「
挽
歌
」
「
相
聞
」
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。
巻
七
の
挽
歌
に
「
羈
旅

作
」
（
一
四
一
七
）
一
首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
２

の
に
対
し
、
巻
十
二
の
「
古

今
相
聞
往
来
歌
類
之
下
」
で
は
「
羈
旅
発
思
五
十
三
首
」
の
歌
群
が
あ
る
。

従
っ
て
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
羈
旅
」
は
独
立
し
た
部
立
に
な
っ
て
お
ら

ず
、「
雑
歌
」「
挽
歌
」「
相
聞
」
に
所
属
す
る
小
分
類
で
あ
る
。
題
詞
に
「
羈

旅
」
と
さ
れ
た
歌
群
は
、
各
巻
に
散
在
し
て
お
り
、
異
な
る
編
纂
法
の
も
と

で
成
り
立
っ
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
巻
三
の
「
柿
本
人
麻
呂
羈
旅
歌
八

首
」
と
「
高
市
黒
人
羈
旅
歌
八
首
」
は
「
歌
人
名
プ
ラ
ス
歌
群
の
主
題
」
と

い
う
形
で
あ
り
、
歌
人
に
よ
っ
て
歌
を
分
類
す
る
方
法
が
窺
え
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
巻
七
の
「
羈
旅
作
歌
九
十
首
」
は
「
芳
野
作
」
「
山
背
作
」
「
摂
津

作
」
と
並
び
、
詠
み
込
ま
れ
る
地
名
に
よ
る
分
類
法
３

が
現
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
巻
十
二
の
「
羈
旅
発
思
」
と
「
悲
別
歌
」
は
「
旅
立
つ
男
の
歌
」
と

「
残
さ
れ
る
女
の
歌
」
と
い
う
基
準
４

に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

恋
人
と
別
れ
る
歌
が
殆
ど
で
あ
る
。
従
っ
て
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
羈
旅
」

の
歌
群
に
は
、
統
一
的
な
編
纂
基
準
は
成
り
立
っ
て
い
な
い
と
い
え
る
。
し

か
し
、
『
古
今
和
歌
集
』
に
な
る
と
、
「
相
聞
」
「
挽
歌
」
「
雑
歌
」
の
三
大
部
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立
が
な
く
な
り
、
「
羈
旅
歌
」
は
「
恋
歌
」
「
哀
傷
歌
」
な
ど
の
部
と
並
ぶ
独

立
し
た
部
に
な
っ
た
。
『
古
今
和
歌
集
』
の
「
羈
旅
歌
」
は
「
恋
」
や
「
死
」

を
詠
む
歌
か
ら
分
離
さ
れ
た
一
方
で
、
統
一
的
な
基
準
を
持
つ
部
立
に
な
っ

た
。
ま
た
、
巻
第
八
「
離
別
歌
」
が
成
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
と
離
別

す
る
歌
と
旅
中
の
歌
が
分
け
ら
れ
、「
離
別
歌
」
と
「
羈
旅
歌
」
の
編
纂
基
準

が
そ
れ
ぞ
れ
に
定
着
し
た
。 

 

 

本
論
文
は
、『
万
葉
集
』
と
『
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
「
羈
旅
」
の
意
味

合
い
と
使
用
状
況
を
考
察
し
、「
羈
旅
」
が
「
雑
歌
」「
挽
歌
」「
相
聞
」
に
所

属
す
る
小
分
類
か
ら
独
立
し
た
部
立
に
な
る
過
程
を
探
る
。
ま
た
、
「
餞
別
」

「
遊
覧
」
な
ど
の
漢
詩
集
の
部
立
の
受
容
を
考
慮
し
、
「
離
別
」
と
「
羈
旅
」

の
部
立
の
成
立
に
つ
い
て
論
じ
る
。 

 

一
、
「
恋
」
と
「
死
」
か
ら
分
離
さ
れ
た
「
旅
」 

 

『
万
葉
集
』
に
お
い
て
、
題
詞
に
「
羈
旅
」
と
さ
れ
た
歌
群
及
び
歌
は
以

下
で
あ
る
５

。 

巻
三 

 

柿
本
人
麻
呂
羈
旅
歌
八
首 

巻
三 

 

高
市
黒
人
羈
旅
歌
八
首 

巻
三 

 

羈
旅
歌
一
首
幷
短
歌 

巻
七 

 

羈
旅
作
九
十
首 

巻
七 

 

羈
旅
歌
一
首 

巻
十
二 

羈
旅
発
思
五
十
首 

巻
十
七 

大
伴
旅
人
傔
従
の
悲
傷
羈
旅
歌
群 

こ
れ
ら
の
歌
群
は
各
巻
に
散
在
し
て
お
り
、
統
一
的
な
編
纂
基
準
の
も
と
で

成
り
立
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
「
旅
」
と
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
が
共
通
点
で
あ
る
。「
旅
」
及
び
「
旅
歌
」
の
発
生
に
つ
い
て
、
伊
藤

博
氏
は
「
本
郷
」
と
「
異
郷
」
の
概
念
を
出
し
、
「
「
本
郷
」
と
「
異
郷
」
と

の
あ
い
だ
に
ひ
ろ
が
る
距
離
の
断
絶
に
対
す
る
切
実
な
願
い
は
、
古
代
に
お

け
る
旅
の
歌
々
に
一
貫
し
て
流
れ
る
抒
情
の
型
を
お
の
ず
か
ら
に
導
い
た
」

と
述
べ
て
い
る
６

。
従
っ
て
、
「
旅
」
が
発
生
す
る
条
件
と
し
て
は
、
人
々
が

日
常
生
活
を
営
む
「
本
郷
」
か
ら
、
空
間
的
に
離
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、「
本
郷
」
の
土
地
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
従
っ
て
、
日
常
生
活
に

馴
染
ん
で
い
る
人
々
か
ら
も
離
れ
て
い
く
。
既
に
多
く
の
先
学
が
指
摘
し
た

よ
う
に
、
旅
路
安
全
を
祈
る
古
代
信
仰
が
あ
る
た
め
、「
旅
」
の
歌
に
は
、
家

に
残
る
人
を
思
っ
て
詠
む
表
現
が
多
い
７

。
し
か
し
、
詠
む
対
象
が
「
妹
」

で
あ
る
場
合
は
、「
旅
」
と
い
う
作
歌
背
景
が
後
景
化
し
、
歌
の
表
現
は
相
聞

歌
に
近
い
。
例
え
ば
、
巻
四
の
丹
比
真
人
笠
麻
呂
の
「
下
二

筑
紫
国
一

時
、
作

歌
一
首
幷
短
歌
」
（
五
〇
九
、
五
一
〇
）
は
旅
立
つ
内
容
の
歌
で
あ
っ
て
も
、

相
聞
の
歌
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、「
相
聞
」
と
「
旅
」
の
関
係
を
検

討
す
る
た
め
に
、
本
論
は
「
旅
」
の
主
題
を
以
下
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
と

す
る
。 

 

Ａ 

日
常
的
に
生
活
し
て
い
る
土
地
か
ら
離
れ
る
こ
と
。 

Ｂ 

日
常
的
に
馴
染
ん
で
い
る
人
と
離
れ
る
こ
と
。 

 

Ａ
は
「
旅
」
と
い
う
作
歌
の
前
提
が
成
立
す
る
主
要
な
条
件
で
も
あ
る
。
こ

の
「
日
常
的
に
生
活
し
て
い
る
土
地
」
は
「
家
」
「
大
和
島
」
「
都
」
な
ど
の

語
に
示
さ
れ
て
い
る
。
旅
先
の
地
名
や
景
色
を
詠
む
表
現
は
、「
日
常
的
に
生

活
し
て
い
る
土
地
」
か
ら
離
れ
て
「
異
郷
」
に
経
験
し
た
こ
と
と
し
て
詠
ん

で
い
る
と
思
わ
れ
る
８

。
Ｂ
の
「
日
常
的
に
馴
染
ん
で
い
る
人
」
は
恋
人
、

父
母
、
同
僚
な
ど
が
あ
る
。
主
に
「
人
と
別
れ
る
歌
」
と
「
旅
中
で
家
族
を

思
う
歌
」
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。「
羈
旅
」
の
歌
群
は
こ
の
二
つ
の
主
題

を
両
方
と
も
詠
む
例
が
多
い
。
例
え
ば
、
柿
本
人
麻
呂
羈
旅
歌
八
首
は
、
明

石
海
峡
を
通
過
し
て
西
へ
下
る
旅
で
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、「
淡

路
の 

野
島
の
崎
の 

浜
風
に 

妹
が
結
び
し 

紐
吹
き
返
す
」（
万
葉
三
・

二
五
一
）
の
歌
は
Ａ
を
前
提
と
し
て
Ｂ
を
詠
ん
で
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
歌

は
相
聞
的
な
要
素
を
持
っ
て
い
て
も
９

、「
旅
」
と
い
う
作
歌
の
前
提
は
明
ら
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か
で
あ
る
。
ま
た
、
高
市
黒
人
羈
旅
歌
八
首
の
「
妹
も
我
も 

一
つ
な
れ
か

も 

三
河
な
る
二
見
の
道
ゆ 

別
れ
か
ね
つ
る
」
（
一
本
に
云
く
、
「
三
河
の 

二
見
の
道
ゆ 

別
れ
な
ば 

我
が
背
も
我
も 

一
人
か
も
行
か
む
」
）
（
万
葉

三
・
二
七
六
）
は
妹
と
別
れ
る
歌
で
あ
り
、「
三
河
な
る
二
見
の
道
」
の
地
名

を
詠
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
旅
」
と
い
う
前
提
が
確
保
さ
れ
る
。 

 

し
か
し
、
Ｂ
を
主
要
と
し
て
詠
む
場
合
は
、「
旅
」
と
い
う
要
素
が
後
景
化

し
、
歌
群
の
性
格
が
相
聞
歌
に
偏
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
例
は
巻
十
二
の
「
羈

旅
発
思
」
で
あ
る
。
巻
十
二
の
「
羈
旅
発
思
」
に
収
録
し
た
五
十
三
首
の
歌

に
お
い
て
、「
妹
」
、「
我
妹
子
」
、「
妻
」
を
詠
む
例
が
二
十
一
首
あ
る
の
に
対

し
、「
君
」
や
「
人
」
を
詠
む
歌
は
五
例
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
女
性
の
歌
と

理
解
し
て
も
良
い
例
も
あ
る
が
、
歌
群
の
全
体
は
先
行
研
究
が
指
摘
し
た
と

お
り
、「
旅
立
つ
男
の
歌
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
歌
群
の
冒
頭
に

置
か
れ
た
柿
本
人
麻
呂
集
に
よ
る
四
首
の
歌
は
、
歌
群
の
性
格
を
端
的
に
表

し
て
い
る
。 

 

度
会
の 

大
川
の
辺
の 

若
久
木 

我
が
久
な
ら
ば 

妹
恋
ひ
む
か
も

（
三
一
二
七
） 

我
妹
子
を 

夢
に
見
え
来
と 

大
和
道
の 

渡
り
瀬
ご
と
に 

手
向
そ
我

が
す
る
（
三
一
二
八
） 

桜
花 

咲
き
か
も
散
る
と 

見
る
ま
で
に 

誰
か
も
こ
こ
に 

見
え
て
散

り
行
く
（
三
一
二
九
） 

豊
国
の 

企
救
の
浜
松 

ね
も
こ
ろ
に 

な
に
し
か
妹
に 

相
言
ひ
そ
め

け
む
（
三
一
三
〇
） 

 
 

 
 

 
 

 

右
の
四
首
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
歌
集
に
出
で
た
り
。 

  

冒
頭
部
に
置
か
れ
た
こ
の
四
首
の
う
ち
、
地
名
を
読
み
込
ん
だ
歌
が
三
首

あ
る
。
そ
の
中
で
、「
度
会
の
大
川
」（
三
一
二
七
）
と
「
豊
国
の
企
救
」（
三

一
三
〇
）
と
い
う
二
つ
の
地
名
は
序
詞
の
構
成
部
分
で
あ
る
。
実
際
に
行
っ

た
地
名
と
い
う
よ
り
、
寧
ろ
相
聞
歌
の
技
法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
四
首
の
性
格
と
し
て
は
、
旅
歌
で
は
な
く
、
相
聞

歌
に
偏
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
神
野
志
隆
光
氏
は
こ
の
四
首
と
巻

七
「
羈
旅
作
」
に
収
録
さ
れ
た
人
麻
呂
集
略
体
歌
を
併
せ
て
考
察
し
、「
旅
の

歴
史
的
現
実
に
対
応
し
て
、
略
体
歌
の
段
階
で
、
相
聞
の
歌
の
中
に
も
ち
え

た
も
の
と
し
て
こ
れ
を
捉
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
お
り
、
人

麻
呂
集
略
体
歌
に
お
け
る
旅
歌
と
相
聞
歌
の
関
係
性
を
指
摘
し
た
１
０

。
ま
た
、

冒
頭
の
四
首
だ
け
で
は
な
く
、「
羈
旅
発
思
」
歌
群
の
全
体
的
な
性
格
に
つ
い

て
、
梶
裕
史
氏
は
「
羈
旅
発
思
」
の
題
の
眼
目
が
「
発
レ

思
」
の
二
字
に
あ

る
と
し
た
上
で
、「
集
め
ら
れ
た
歌
の
性
格
を
考
慮
し
て
、
編
者
は
、
単
に
「
羈

旅
歌
」
と
題
す
る
場
合
と
は
異
な
る
分
類
意
識
を
標
榜
し
て
い
る
。
」
と
述
べ

て
い
る
１
１

。
さ
ら
に
、
平
舘
英
子
氏
は
「
「
羈
旅
作
」
が
嘱
目
の
実
景
を
描

写
し
、
望
郷
へ
と
心
情
の
展
開
を
見
せ
て
い
た
の
に
対
し
、「
羈
旅
発
思
」
の

景
は
修
辞
と
し
て
心
情
表
現
の
背
後
に
あ
る
。
」
と
指
摘
し
た
１
２

。
従
っ
て
、

「
羈
旅
発
思
」
の
歌
は
地
名
を
読
み
込
ん
で
い
る
が
、
Ｂ
の
「
日
常
的
に
馴

染
ん
で
い
る
人
と
離
れ
る
こ
と
」
が
中
心
で
あ
る
た
め
、「
旅
」
の
要
素
が
後

景
化
し
た
。
そ
の
た
め
、
「
羈
旅
発
思
」
は
「
雑
歌
」
で
は
な
く
、
「
相
聞
」

に
分
類
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

巻
十
二
の
「
羈
旅
発
思
」
と
「
悲
別
歌
」
は
、
万
葉
の
編
纂
者
が
形
と
し

て
「
羈
旅
」
と
「
離
別
」
を
分
け
よ
う
と
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
羈
旅

発
思
」
と
「
悲
別
歌
」
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
博
氏
は
「
こ
の
羈
旅
の

部
は
、
発
想
（
羈
旅
発
思
・
悲
別
歌
）
と
形
態
（
問
答
歌
）
に
分
か
れ
て
い

る
の
だ
が
、
そ
の
発
想
の
部
分
は
、
考
え
て
み
れ
ば
悲
別
歌
・
羈
旅
発
思
の

逆
の
順
序
に
な
る
の
が
ど
う
見
て
も
自
然
で
あ
る
。
」
と
指
摘
し
て
お
り
、
人

麻
呂
歌
集
歌
の
悲
別
歌
の
欠
如
と
人
麻
呂
歌
の
「
古
」
と
し
て
の
権
威
を
示

す
た
め
に
、
編
纂
者
が
「
羈
旅
発
思
」
を
「
悲
別
歌
」
の
前
に
置
い
た
と
主

張
し
て
い
る
１
３

。「
悲
別
歌
・
羈
旅
発
思
」
の
順
番
が
自
然
で
あ
る
理
由
は
、

恐
ら
く
人
と
離
別
し
て
か
ら
旅
に
立
つ
と
い
う
時
間
軸
で
考
え
て
い
る
か
ら

253
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で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
悲
別
歌
」
が
「
羈
旅
発
思
」
の
前
に
置
く
こ
と
は
、
巻

十
五
遣
新
羅
使
人
歌
群
の
配
列
、
及
び
『
古
今
和
歌
集
』
の
巻
第
八
「
離
別

歌
」
と
巻
第
九
「
羈
旅
歌
」
の
設
置
と
一
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
、「
羈
旅
発
思
」
と
「
悲
別
歌
」
の
背
後
に
あ
る
分
類
法
は
、
古
今
集
「
離

別
歌
」
と
「
羈
旅
歌
」
と
は
完
全
に
異
な
っ
て
い
る
。
古
今
集
の
時
間
軸
に

よ
っ
て
「
離
別
」
か
ら
「
羈
旅
」
の
順
で
配
列
し
た
こ
と
に
対
し
、「
羈
旅
発

思
」
と
「
悲
別
歌
」
は
詠
み
手
で
歌
を
分
類
す
る
方
法
に
よ
っ
て
成
り
立
っ

た
歌
群
で
あ
る
。
従
っ
て
、「
羈
旅
発
思
」
と
「
悲
別
歌
」
を
相
聞
の
歌
群
だ

と
考
え
る
と
、
男
性
が
先
に
歌
を
送
る
形
に
即
し
て
、
男
の
歌
群
が
前
に
配

列
さ
れ
た
の
な
ら
、
こ
の
順
序
も
頷
け
る
。 

 

「
羈
旅
発
思
」
の
歌
は
「
旅
」
と
関
わ
っ
て
い
る
一
方
で
、
相
聞
的
な
要

素
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
歌
は
、「
相
聞
」
に
分
類
し
た
歌
だ
け
に
お

い
て
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
雑
歌
に
分
類
さ
れ
た
「
羈
旅
」
の
歌
群

に
お
い
て
も
存
在
し
て
い
る
。 

 

（
イ
） 

妹
が
あ
た
り 

今
そ
我
が
行
く 

目
の
み
だ
に 

我
に
見
え
こ
そ 

言
問
は
ず
と
も
（
万
葉
七
・
一
二
一
一
） 

（
ロ
） 

あ
し
ひ
き
の 

山
行
き
暮
ら
し 

宿
借
ら
ば 
妹
立
ち
待
ち
て 

宿
貸
さ
む
か
も
（
万
葉
七
・
一
二
四
二
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

（
イ
）
と
（
ロ
）
は
巻
七
「
羈
旅
作
歌
九
十
首
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。（
イ
）
の
「
妹
が
あ
た
り 

今
そ
我
が
行
く
」
の
類
似
表
現
と
し

て
、
人
麻
呂
の
石
見
相
聞
歌
の
反
歌
の
一
首
「
青
駒
が 

足
掻
き
を
速
み 

雲

居
に
そ 

妹
が
あ
た
り
を 

過
ぎ
て
来
に
け
る
〈
一
に
云
ふ
、
「
あ
た
り
は 

隠
り
来
に
け
る
」
〉
」（
万
葉
二
・
一
三
六
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
三
六
は
妹
と

離
れ
て
で
か
け
る
際
（
往
路
）
の
歌
で
あ
る
の
に
対
し
、（
イ
）
は
妹
と
の
再

会
（
復
路
）
を
詠
む
歌
で
あ
る
。
（
ロ
）
の
「
宿
借
る
」
の
表
現
に
つ
い
て
、

巻
二
相
聞
歌
の
石
川
女
郎
が
大
伴
田
主
に
贈
る
歌
「
み
や
び
を
と 

我
は
聞

け
る
を 

や
ど
貸
さ
ず 

我
を
帰
せ
り 

お
そ
の
み
や
び
を
」（
一
二
六
）
が

挙
げ
ら
れ
る
。
歌
の
左
注
１
４

に
よ
る
と
、
「
や
ど
貸
さ
ず
」
は
二
人
が
共
寝

し
な
い
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
従
っ
て
、（
ロ
）
の
歌
に
は
「
妹
と
共
寝
す
る
」

と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
る
。（
イ
）
と
（
ロ
）
は
い
ず
れ
も
相
聞
歌
と
共
通
す

る
表
現
を
用
い
、
旅
人
が
復
路
の
途
中
で
妹
と
再
会
す
る
期
待
を
詠
む
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
旅
先
の
地
名
な
ど
の
Ａ
「
日
常
的
に
生
活
し
て
い
る
土

地
か
ら
離
れ
る
」
こ
と
を
示
す
表
現
が
欠
如
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
二
首
の

歌
は
相
聞
歌
に
近
い
。
こ
の
よ
う
に
、（
一
）
Ｂ
「
日
常
的
に
馴
染
ん
で
い
る

人
」
だ
け
を
詠
む
歌
は
、「
旅
」
と
い
う
作
歌
の
背
景
が
後
景
化
す
る
。
ま
た
、

詠
む
対
象
が
「
妹
」
で
あ
る
場
合
に
は
、
歌
が
相
聞
歌
に
転
じ
る
。
こ
の
よ

う
な
歌
は
、
相
聞
に
分
類
さ
れ
た
歌
だ
け
で
は
な
く
、
雑
歌
に
属
す
る
「
羈

旅
」
の
歌
群
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。（
二
）
万
葉
集
に
お
い
て
、
題
詞
に
「
羈

旅
」
と
さ
れ
た
歌
は
、
Ａ
と
Ｂ
を
同
時
に
詠
む
、
Ａ
だ
け
を
詠
む
、
Ｂ
だ
け

を
詠
む
と
い
う
三
つ
の
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。 

し
か
し
、
古
今
集
に
な
る
と
、
Ａ
だ
け
を
詠
む
歌
は
「
羈
旅
歌
」
に
な
り
、

Ａ
と
Ｂ
を
同
時
に
詠
む
歌
は
「
離
別
歌
」
に
な
り
、
Ｂ
だ
け
を
詠
む
歌
は
「
離

別
歌
」
と
「
羈
旅
歌
」
の
範
疇
の
外
に
さ
れ
た
。
例
と
し
て
、「
離
別
歌
」
の

冒
頭
の
二
首
を
挙
げ
る
。 

  
 

題
し
ら
ず 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

在
原
行
平
朝
臣 

立
ち
わ
か
れ 

い
な
ば
の
山
の 

峯
に
お
ふ
る 

松
と
し
き
か
ば 

今
か

へ
り
来
む
（
古
今
八
・
三
六
五
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

よ
み
人
し
ら
ず 

す
が
る
鳴
く 

秋
の
萩
原 

朝
た
ち
て 

旅
行
く
人
を 

い
つ
と
か
待
た

む
（
古
今
八
・
三
六
六
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

題
詞
に
贈
答
歌
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
配
列
に
よ
っ
て
贈
答
の
歌
と
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見
な
す
こ
と
が
で
き
る
１
５

。
冒
頭
の
歌
と
し
て
、
「
別
れ
」
と
「
か
へ
り
来

む
」
（
三
六
五
）
、
「
旅
行
く
」
と
「
待
ち
た
む
」
（
三
六
六
）
が
詠
ま
れ
て
い

る
。
旅
行
く
人
と
残
さ
れ
る
人
の
贈
答
に
な
っ
て
お
り
、
Ｂ
の
主
題
を
明
確

に
表
し
て
い
る
。
ま
た
、「
い
な
ば
の
山
の
」
と
「
旅
行
く
人
を
」
の
表
現
が

Ａ
と
い
う
「
旅
」
の
前
提
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
二
首
が

冒
頭
部
に
置
か
れ
た
と
い
う
こ
と
が
、「
旅
立
つ
男
の
歌
」
と
「
残
さ
れ
る
女

の
歌
」
の
形
が
「
離
別
歌
」
の
典
型
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
詠
み
手
で
歌
を
分
類
す
る
『
万
葉
集
』
の
「
羈
旅
発
思
」
と
「
悲
別
歌
」

の
基
準
と
は
異
な
り
、
両
首
と
も
旅
立
つ
前
の
段
階
と
し
て
、「
離
別
歌
」
に

分
類
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、『
万
葉
集
』
に
お
い
て
Ｂ
を
詠
む
歌
の
対
象
は
殆
ど
「
妹
」
で
あ
る

の
に
対
し
て
、『
古
今
和
歌
集
』
の
Ｂ
を
詠
む
歌
は
同
僚
、
友
を
対
象
と
し
た

も
の
が
多
い
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、「
旅
」
と
「
恋
」
が
区
別
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
な
お
、
題
詞
と
左
注
に
よ
っ
て
男
女
の
離
別
歌
だ
と
判
断
で
き

る
も
の
が
三
首
あ
る
１
６

。
さ
ら
に
、
恋
歌
の
巻
に
お
い
て
も
、
旅
の
た
め
に

恋
人
と
の
別
れ
を
詠
む
歌
が
二
首
あ
る
。「
離
別
歌
」
と
「
恋
歌
」
の
基
準
を

探
る
た
め
に
、「
恋
歌
」
に
収
録
さ
れ
た
「
旅
」
と
関
わ
る
二
首
と
比
較
し
て

み
よ
う
。 

 

（
ハ
） 

 

題
し
ら
ず 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

よ
み
人
し
ら
ず 

唐
衣 

た
つ
日
は
き
か
じ 

朝
露
の 

お
き
て
し
ゆ
け
ば 

消
ぬ
べ
き
も 

 

の
を
（
古
今
八
・
三
七
五
） 

こ
の
歌
は
、
あ
る
人
官
を
賜
は
り
て
、
新
し
き
妻
に
つ
き
て
、
年
経

て
住
み
け
る
人
を
捨
て
て
、
た
だ
、「
明
日
な
む
立
つ
」
と
ば
か
り
言

へ
り
け
る
時
に
、
と
も
か
う
も
い
は
で
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る 

 

（
ニ
） 

常
陸
へ
ま
か
り
け
る
時
に
、
藤
原
公
利
に
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

寵 

あ
さ
な
け
に 

見
べ
き
君
と
し 

頼
ま
ね
ば 

思
ひ
立
ち
ぬ
る 

草
枕
な

り
（
古
今
八
・
三
七
六
） 

 

（
ホ
） 

紀
の
む
ね
さ
だ
が
東
へ
ま
か
り
け
る
時
に
、
人
の
家
に
や
ど
り
て
、

あ
か
つ
き
出
で
立
つ
と
て
、
ま
か
り
申
し
け
れ
ば
、
女
の
よ
み
て
い

だ
せ
り
け
る 

 
 

 
 

よ
み
人
知
ら
ず 

え
ぞ
知
ら
ぬ 

今
心
見
よ 

い
の
ち
あ
ら
ば 

我
や
わ
す
る
る 

人
や
と

は
ぬ
と
（
古
今
八
・
三
七
七
） 

 
 

 
 

 

 

（
ヘ
） 

中
納
言
源
昇
の
朝
臣
の
近
江
介
に
侍
り
け
る
時
、
よ
み
て
や
れ
り
け

る 
 

 
 

 
 

閉
院 

相
坂
の 

ゆ
ふ
つ
け
鳥
に 

あ
ら
ば
こ
そ 

君
が
往
き
来
を 

な
く
な
く

も
見
め
（
古
今
十
四
・
七
四
〇
） 

 

（
ト
） 

仲
平
の
朝
臣
あ
ひ
し
り
て
侍
り
け
る
を
、
離
れ
方
に
な
り
に
け
れ
ば
、

父
が
大
和
守
に
侍
り
け
る
も
と
へ
ま
か
る
と
て
、
よ
み
て
つ
か
は
し

け
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

伊
勢 

三
輪
の
山 

い
か
に
待
ち
見
む 

年
ふ
と
も 

た
づ
ぬ
る
人
も 

あ
ら
じ

と
思
へ
ば
（
古
今
十
五
・
七
八
〇
） 
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（
へ
）
と
（
ト
）
は
そ
れ
ぞ
れ
巻
第
十
四
「
恋
歌
四
」
と
巻
第
十
五
「
恋

歌
五
」
に
収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
（
ハ
）
（
ホ
）
と
（
へ
）
は
男

性
の
旅
を
見
送
る
女
性
の
歌
で
あ
る
の
に
対
し
、（
ニ
）
と
（
ト
）
は
女
性
が

旅
立
つ
歌
で
あ
る
。（
ハ
）
は
女
性
が
男
性
に
送
る
離
別
歌
で
あ
る
と
同
時
に
、

左
注
が
記
し
た
事
情
が
あ
る
た
め
、
男
性
に
捨
て
ら
れ
た
女
性
の
歌
と
し
て

も
見
ら
れ
る
。
こ
の
一
首
は
旅
に
よ
る
二
人
の
関
係
の
破
綻
を
表
し
て
い
る
。

ま
た
、
（
ホ
）
は
「
え
ぞ
知
ら
ぬ
」
と
「
い
の
ち
あ
ら
ば
」
の
表
現
が
あ
り
、

離
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
二
人
の
関
係
が
絶
望
の
境
地
に
達
す
る
こ
と
を
表

し
て
い
る
。
（
ハ
）
と
（
ホ
）
に
対
し
、
（
へ
）
の
「
君
が
往
き
来
を
」
は
ま

だ
日
常
感
が
残
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、（
ニ
）
は
「
思
ひ
た
ち
ぬ
」
の
な
か

に
常
陸
の
地
名
を
詠
み
込
ん
で
お
り
、
ま
た
旅
と
い
う
主
題
を
明
確
に
表
す

「
草
枕
」
も
用
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、（
ト
）
は
「
わ
が
い
ほ
は 

三
輪

の
山
も
と 

こ
ひ
し
く
は 

と
ぶ
ら
ひ
来
ま
せ 

杉
立
て
る
門
」
（
九
八
二
）

を
下
敷
き
と
し
て
詠
ま
れ
た
も
の
１
７

で
あ
り
、
旅
に
よ
る
恋
の
諦
め
を
詠
む

の
で
は
な
く
、
男
性
が
通
う
よ
う
に
と
誘
う
意
味
も
読
み
取
れ
る
。
従
っ
て
、

古
今
集
の
「
離
別
歌
」
は
、
日
常
的
な
男
女
の
別
れ
の
歌
を
扱
わ
ず
、
Ａ
の

「
日
常
的
に
生
活
し
て
い
る
土
地
か
ら
離
れ
る
こ
と
」
を
詠
む
表
現
、
つ
ま

り
旅
に
よ
っ
て
別
れ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
重
ん
じ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
ま
た
、
「
羈
旅
歌
」
に
収
録
さ
れ
た
歌
も
、
「
恋
」
と
関
わ
る
も
の

が
見
ら
れ
る
。
そ
の
例
と
し
て
は
在
原
業
平
の
東
下
り
の
二
首
（
古
今
九
・

四
一
〇
と
四
一
一
）
が
あ
る
。
業
平
の
二
首
は
「
な
れ
に
し
つ
ま
」
と
都
に

い
る
「
わ
が
思
ふ
人
」
を
詠
ん
で
い
る
が
、「
は
る
ば
る
き
ぬ
る
旅
」
や
「
都

鳥
」
な
ど
の
表
現
に
よ
っ
て
Ａ
「
日
常
的
に
生
活
し
て
い
る
土
地
か
ら
離
れ

る
」
こ
と
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
詞
書
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
は

集
団
の
前
に
「
旅
の
心
」（
四
一
〇
の
詞
書
）
に
つ
い
て
詠
ん
だ
歌
だ
と
分
か

る
。
こ
の
よ
う
に
、
古
今
集
の
Ａ
を
重
ん
じ
る
選
歌
基
準
に
よ
っ
て
、「
羈
旅

歌
」
に
お
け
る
「
恋
」
の
要
素
が
極
め
て
希
薄
に
な
っ
た
と
い
え
る
。 

 

さ
ら
に
、『
万
葉
集
』
の
挽
歌
に
分
類
さ
れ
て
い
る
羈
旅
作
は
一
首
の
み
あ

る
が
、
「
旅
」
と
「
死
」
の
関
係
が
緊
密
で
あ
る
と
い
え
る
１
８

。
例
え
ば
、

柿
本
人
麻
呂
の
「
石
中
死
人
歌
」
（
巻
二
・
二
二
〇
〜
二
二
二
）
、
田
辺
福
麻

呂
の
「
見
死
人
歌
」（
巻
九
・
一
八
〇
〇
）
な
ど
の
歌
は
挽
歌
に
分
類
さ
れ
て

い
る
が
、「
旅
」
と
い
う
作
歌
の
背
景
が
あ
る
。
古
今
集
の
「
羈
旅
歌
」
に
お

い
て
も
、
「
死
」
と
関
わ
る
歌
が
一
首
見
ら
れ
る
。 

  
 

 

題
し
ら
ず 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

よ
み
人
し
ら
ず 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

北
へ
行
く 

雁
ぞ
鳴
く
な
る 

つ
れ
て
こ
し 

か
ず
は
た
ら
で
ぞ 

帰
る

べ
ら
な
る
（
古
今
九
・
四
一
二
） 

こ
の
歌
は
、
あ
る
人
、
男
女
も
ろ
と
も
に
人
の
国
へ
ま
か
り
け
り
。

男
ま
か
り
い
た
り
て
、
す
な
は
ち
身
ま
か
り
に
け
れ
ば
、
女
ひ
と
り

京
へ
帰
り
け
る
道
に
、
帰
る
雁
の
鳴
き
け
る
を
聞
き
て
よ
め
る
と
な

む
い
ふ
。 

  

こ
の
歌
は
旅
中
で
見
た
雁
に
託
し
、
仲
間
を
失
っ
た
悲
し
み
を
詠
ん
で
い

る
。
歌
の
内
容
か
ら
見
る
と
、
旅
中
で
見
た
も
の
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
が
、

左
注
に
作
歌
背
景
を
記
し
て
い
る
た
め
、「
復
路
の
作
」「
旅
中
の
作
」「
亡
く

な
っ
た
人
を
悼
む
こ
と
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
巻
十
六
「
哀

傷
歌
」
に
も
「
旅
」
と
関
わ
る
一
首
あ
る
。 

 

甲
斐
国
に
あ
ひ
し
り
て
侍
り
け
る
人
と
ぶ
ら
は
む
と
て
ま
か
り
け
る

を
、
み
ち
中
に
て
に
は
か
に
病
を
し
て
、
い
ま
い
ま
と
な
り
に
け
れ

ば
、
よ
み
て
「
京
に
も
て
ま
か
り
て
母
に
見
せ
よ
」
と
い
ひ
て
、
人

に
つ
け
侍
り
け
る
歌 

在
原
し
げ
は
る 

か
り
そ
め
の 

ゆ
き
か
ひ
路
と
ぞ 

思
ひ
こ
し 

今
は
限
り
の 

門
出
な

り
け
り
（
古
今
十
六
・
八
六
二
） 
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詞
書
に
「
み
ち
中
」
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
旅
中
の
歌
だ
と
判
断
で
き

る
。
し
か
し
、
旅
中
の
景
物
に
託
さ
ず
、
正
叙
心
緒
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌

で
は
、「
今
は
限
り
の 

門
出
な
り
け
る
」
と
自
ら
の
命
の
終
わ
り
を
詠
ん
で

い
る
。
こ
の
一
首
は
旅
中
の
歌
に
も
関
わ
ら
ず
、「
哀
傷
歌
」
に
分
類
さ
れ
て

い
る
。
題
詞
が
記
し
た
作
歌
の
背
景
を
一
旦
に
置
い
て
、
こ
の
二
首
の
内
容

の
区
別
を
言
う
と
、
八
六
二
は
自
ら
の
命
の
終
焉
を
悲
し
む
歌
で
あ
る
の
に

対
し
、
四
一
二
は
旅
中
で
鳴
く
雁
を
見
た
き
っ
か
け
で
、
亡
く
な
っ
た
人
を

悼
む
歌
で
あ
る
。
従
っ
て
、
四
一
二
は
「
死
」
と
関
わ
っ
て
い
る
が
、
歌
の

内
容
は
旅
中
の
景
物
と
心
情
を
詠
む
こ
と
で
あ
る
。 

 

以
上
に
よ
り
、
（
一
）
『
古
今
和
歌
集
』
の
「
離
別
歌
」
は
旅
に
よ
っ
て
人

と
別
れ
る
歌
の
巻
で
あ
る
。
Ｂ
「
日
常
的
に
馴
染
ん
で
い
る
人
と
離
れ
る
こ

と
」
だ
け
を
詠
む
歌
が
「
離
別
」
の
範
囲
に
含
ま
れ
な
い
。
『
古
今
和
歌
集
』

の
「
離
別
歌
」
は
「
旅
」
と
い
う
作
歌
の
前
提
を
重
ん
じ
て
お
り
、
Ａ
「
日

常
的
に
生
活
し
て
い
る
土
地
か
ら
離
れ
る
こ
と
」
と
Ｂ
「
日
常
的
に
馴
染
ん

で
い
る
人
と
離
れ
る
こ
と
」
を
両
方
と
も
詠
む
歌
を
収
録
し
て
い
る
。
（
二
）

『
万
葉
集
』
に
お
い
て
、「
羈
旅
」
は
「
相
聞
」「
挽
歌
」「
雑
歌
」
の
小
分
類

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。『
古
今
和
歌
集
』
に
な
る
と
、
歌
の
内
容
或
は
題

詞
の
記
述
に
よ
っ
て
、
「
旅
」
の
歌
は
「
恋
」
や
「
死
」
と
区
別
さ
れ
、
「
恋

歌
」
「
哀
傷
歌
」
と
は
別
々
の
巻
に
な
っ
た
。
ま
た
、
「
旅
」
の
歌
が
人
と
離

別
す
る
歌
と
旅
中
の
歌
に
細
分
化
し
て
お
り
、「
離
別
」
と
「
羈
旅
」
は
形
式

と
し
て
、
独
立
し
た
歌
の
ジ
ャ
ン
ル
に
な
っ
た
と
い
え
る
。 

 

二
、
「
餞
別
」
と
い
う
主
題
の
受
容 

 

『
万
葉
集
』
に
お
い
て
、
Ｂ
の
「
日
常
的
に
馴
染
ん
で
い
る
人
と
離
れ
る
」

こ
と
を
詠
む
歌
は
、
恋
人
と
の
離
れ
を
詠
む
例
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。

し
か
し
、『
古
今
和
歌
集
』
に
な
る
と
、
友
人
や
同
僚
と
の
離
れ
を
詠
む
歌
が

『
万
葉
集
』
よ
り
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
漢
詩
集
の
影
響
だ
と
考

え
ら
れ
る
。
中
国
の
詩
集
の
『
文
選
』
に
は
、「
祖
餞
」
の
部
が
見
ら
れ
、
収

録
さ
れ
た
の
は
全
て
男
が
友
人
を
送
別
す
る
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、

日
本
の
漢
詩
集
で
は
、
『
文
華
秀
麗
集
』
に
お
い
て
、
「
餞
別
」
の
部
が
成
立

し
て
お
り
、
官
僚
の
送
別
宴
で
詠
ま
れ
た
詩
が
殆
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、「
餞

別
」
と
い
う
語
は
、
中
国
の
漢
詩
集
に
お
い
て
部
立
名
と
し
て
な
っ
て
い
な

い
。
な
お
、
『
旧
唐
書
』
で
は
、
「
以
詩
レ

餞
別
」
や
「
賦
詩
レ

餞
別
」
の
内
容

が
あ
り
、
官
僚
達
が
別
れ
る
際
に
互
い
に
餞
別
詩
を
詠
む
こ
と
は
記
さ
れ
て

い
る
１
９

。
そ
れ
が
『
文
華
秀
麗
集
』
の
撰
者
が
漢
語
の
「
餞
別
」
を
部
立
の

名
と
し
て
用
い
て
い
る
理
由
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
旅
」
と
関
わ
る
部
に

つ
い
て
、
『
文
選
』
で
は
「
遊
覧
」
「
祖
餞
」
「
行
旅
上
」
「
行
旅
下
」
の
部
が

見
ら
れ
る
。
人
を
送
別
す
る
作
と
旅
中
の
体
験
を
詠
む
作
を
分
け
て
い
る
一

方
、
旅
の
目
的
に
よ
っ
て
「
遊
覧
」
と
「
行
旅
」
に
も
分
け
て
い
る
。
な
お
、

『
文
華
秀
麗
集
』
で
は
「
遊
覧
」「
餞
別
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
旅
の
目

的
に
よ
っ
て
「
遊
覧
」
と
区
別
す
る
「
行
旅
」
の
部
が
な
い
こ
と
が
異
な
る
。 

 

餞
別
詩
は
日
本
の
伝
統
的
な
離
別
歌
が
相
聞
の
要
素
を
持
つ
の
と
は
異
な

り
、
主
に
男
同
士
、
官
僚
同
士
が
別
れ
る
際
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、『
文
選
』
の
「
祖
餞
」
に
収
録
さ
れ
た
作
品
を
見
る
と
、
潘
安
仁
の
「
金

谷
の
集
ま
り
に
て
作
れ
る
詩
」
や
謝
宣
遠
の
「
王
撫
軍
、
庚
西
陽
と
の
集
ひ

に
て
別
る
。
時
に
豫
章
太
守
と
為
る
、
庚
は
徴
さ
れ
て
東
に
帰
る
」
が
あ
る

よ
う
に
、
餞
別
詩
は
集
団
で
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
く
、
送
別
宴
の
場
面
と
関

わ
っ
て
い
る
。 

 

『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
餞
別
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、
松
田
聡
氏
の
指

摘
２
０

に
よ
れ
ば
、
大
伴
旅
人
の
太
宰
府
の
歌
、
及
び
家
持
の
周
辺
の
歌
と
の

関
連
性
が
緊
密
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
古
今
集
の
「
離
別
歌
」
で
は
、
官

僚
の
送
別
宴
で
詠
ま
れ
た
歌
と
明
記
し
て
い
る
の
は
五
首
あ
り
、
友
を
送
別

す
る
と
記
し
て
い
る
の
は
二
首
あ
る
。
従
っ
て
、
古
今
集
の
「
離
別
歌
」
の

巻
は
、
「
餞
別
」
と
い
う
漢
詩
の
主
題
を
受
容
し
て
い
る
と
い
え
る
。
な
お
、

「
餞
別
」
が
多
く
詠
ま
れ
た
の
が
万
葉
集
の
巻
十
七
以
降
の
四
巻
に
お
い
て

で
あ
り
、
家
持
の
周
辺
の
歌
で
あ
る
。
和
歌
に
お
け
る
「
餞
別
」
の
受
容
は
、
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官
僚
の
送
別
宴
と
緊
密
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
え
る
。 

 
四
月
二
十
六
日
、
掾
大
伴
宿
禰
池
主
が
館
に
し
て
、
税
帳
使
の
守
大
伴
宿

禰
家
持
に
餞
す
る
宴
の
歌
并
せ
て
古
歌
四
首 

 

玉
桙
の 
道
に
出
で
立
ち 

別
れ
な
ば 

見
ぬ
日
さ
ま
ね
み 

恋
し
け
む

か
も
（
一
に
云
ふ
、「
見
ぬ
日
久
し
み
恋
し
け
む
か
も
」
）（
十
七
・
三
九
九

五
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

右
の
一
首
、
大
伴
宿
禰
家
持
が
作
。 

 

我
が
背
子
が 

国
へ
ま
し
な
ば 
ほ
と
と
ぎ
す 

鳴
か
む
五
月
は 

さ
ぶ

し
け
む
か
も
（
十
七
・
三
九
九
六
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

右
の
一
首
、
介
内
蔵
忌
寸
縄
麻
呂
が
作
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

我
な
し
と 

な
わ
び
我
が
背
子 

ほ
と
と
ぎ
す 
鳴
か
む
五
月
は 

玉
を

貫
か
さ
ね
（
十
七
・
三
九
九
七
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

右
の
一
首
、
守
大
伴
宿
禰
家
持
が
和
へ
な
り
。 

  
 

 
 

石
川
朝
臣
水
通
が
橘
の
歌
一
首 

我
が
や
ど
の 

花
橘
を 

花
ご
め
に 

玉
に
そ
我
が
貫
く 

待
た
ば
苦
し

み
（
十
七
・
三
九
九
八
） 

 
 

 
 

右
の
一
首
、
伝
誦
す
る
は
、
主
人
大
伴
宿
禰
池
主
な
り
と
云
爾
。 

  

こ
の
四
首
は
税
帳
史
と
し
て
帰
京
す
る
家
持
の
送
別
宴
で
詠
ま
れ
た
三
首

と
池
主
の
伝
誦
歌
一
首
で
あ
る
。
送
別
宴
で
詠
ま
れ
た
三
首
を
見
る
と
、「
我

が
背
子
」
と
い
う
相
聞
的
な
表
現
が
見
ら
れ
る
以
外
、
家
持
が
い
な
く
な
っ

た
あ
と
の
五
月
と
五
月
の
景
物
と
し
て
の
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
が
詠
み
込
ま
れ

て
い
る
。
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
が
夏
の
代
表
的
な
景
物
と
し
て
定
着
し
た
の
は
、

家
持
が
詠
み
始
め
て
か
ら
で
あ
る
と
い
え
る
２
１

。
こ
の
よ
う
に
、
送
別
宴
が

行
わ
れ
る
季
節
の
景
物
を
読
み
込
む
例
は
、
家
持
周
辺
の
歌
に
お
い
て
は
例

外
的
な
も
の
で
は
な
い
２
２

。
例
え
ば
、
巻
十
九
の
「
二
月
二
日
に
、
守
の
館

に
会
集
し
て
宴
し
て
作
る
歌
一
首
」
（
四
二
三
八
）
で
は
、
「
梅
柳 

誰
と
共

に
か 

我
が
か
づ
ら
か
む
」
と
詠
ま
れ
、
左
注
で
は
「
越
中
の
風
土
に
、
梅

花
柳
絮
三
月
に
し
て
初
め
て
咲
く
の
み
。
」
と
記
し
て
お
り
、
送
別
宴
と
「
梅

柳
」
の
関
係
を
示
し
て
い
る
。 

松
田
氏
は
『
文
選
』
の
「
祖
餞
」
と
『
芸
文
類
聚
』
の
「
別
」
に
収
録
さ

れ
た
漢
詩
を
取
り
上
げ
、「
美
景
を
詠
み
込
む
こ
と
」
と
「
離
別
後
に
美
景
を

共
に
で
き
な
く
な
る
と
い
う
発
想
」
は
漢
籍
の
影
響
だ
と
主
張
し
て
い
る
。 

前
に
挙
げ
た
三
九
九
六
と
三
九
九
七
の
歌
は
、
友
人
が
い
な
い
た
め
、「
ほ
と

と
ぎ
す
」
を
一
緒
に
楽
し
め
な
い
こ
と
を
詠
ん
で
お
り
、「
離
別
後
に
美
景
を

共
に
で
き
な
く
な
る
と
い
う
発
想
」
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
漢
詩
と
和
歌
の

題
材
、
詠
み
方
の
相
違
に
よ
っ
て
、
そ
の
影
響
は
発
想
の
面
に
留
ま
っ
て
い

る
と
い
え
る
。
こ
こ
で
、
松
田
氏
が
取
り
上
げ
た
原
典
を
検
討
し
よ
う
。 

 

① 

…
春
栄
誰
不
レ

慕
、
歳
寒
良
独
希
。
投
レ

分
寄
レ

石
友
、
白
首
同
レ

所
帰
。

（
『
文
選
』
祖
餞 

潘
安
仁
「
金
谷
集
作
詩
」
） 

 

② 

花
樹
雑
為
レ

錦
、
月
池
皎
如
レ

練
。
如
何
当
此
時
、
別
離
言
与
レ

宴
。

（
『
芸
文
類
聚
』
別
上 

斉
・
謝
眺
「
別
王
僧
孺
詩
」
） 

 

③ 

…
籜
解
篁
開
レ

節
、
花
闇
鳥
迷
レ

枝
。
窗
陰
随
レ

影
度
、
水
色
帯
レ

風
移
。

徒
命
銜
レ

杯
酒
、
終
成
憫
レ

別
離
。
（
『
芸
文
類
聚
』
別
上 

梁
・
簡

文
帝
「
餞
別
詩
」
） 

  

①
の
潘
岳
の
詩
は
、
金
谷
と
い
う
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
た
石
崇
の
送
別
宴
で

の
作
で
あ
る
。
前
半
で
は
松
田
氏
が
指
摘
し
た
と
お
り
、
宴
が
開
催
さ
れ
る
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環
境
、
季
節
の
景
物
な
ど
を
描
く
内
容
が
多
い
。
し
か
し
、
挙
げ
た
後
半
の

部
分
を
見
る
と
、「
春
栄
」
と
「
歳
寒
」
の
対
句
は
「
春
」
か
ら
「
冬
」
、「
青

春
」
か
ら
「
老
年
」
と
い
う
友
と
別
れ
た
後
の
季
節
の
移
り
変
わ
り
、
及
び

時
間
の
推
移
を
暗
示
し
、
下
句
の
「
白
首
」
が
再
会
す
る
ま
で
過
ご
す
時
間

の
長
さ
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
②
の
詩
に
お
い
て
、
花
、
樹
、
月
と
池

を
美
し
い
景
物
と
し
て
描
き
な
が
ら
、
下
二
句
は
「
な
ぜ
そ
の
美
し
い
景
色

を
楽
し
む
べ
き
時
に
、
私
た
ち
が
離
別
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
」
と
い
う
意

味
と
な
る
。
景
物
の
繁
栄
と
人
間
の
悲
傷
と
い
う
対
比
を
表
し
、
そ
の
対
比

に
よ
っ
て
友
と
別
れ
る
情
が
一
段
と
悲
し
く
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
③
に

お
い
て
は
、
②
の
技
法
と
は
異
な
り
、
人
の
離
別
に
よ
る
悲
し
い
心
情
に
よ

っ
て
、
美
し
い
景
物
が
悲
し
く
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
最
後
の
「
終

成
憫
レ

別
離
」
は
直
接
に
離
別
の
悲
傷
を
語
っ
て
い
る
。
以
上
に
よ
り
、
中

国
漢
詩
の
「
餞
別
」
に
お
け
る
景
物
の
描
写
は
、「
離
別
後
に
美
景
を
共
に
で

き
な
く
な
る
」
と
い
う
こ
と
を
表
す
だ
け
で
は
な
い
。
惜
し
む
心
情
よ
り
、

友
と
離
別
し
た
後
の
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
暗
示
し
再
会
す
る
ま
で
の
時
間

の
長
さ
を
嘆
く
こ
と
を
示
す
意
味
が
あ
る
。
①
②
③
は
異
な
っ
た
技
法
を
用

い
て
景
物
を
捉
え
て
い
る
が
、
詩
の
最
後
に
友
と
離
別
す
る
悲
し
み
を
語
る

と
こ
ろ
は
一
致
し
て
い
る
。 

一
方
、
送
別
宴
で
詠
ま
れ
た
和
歌
は
、
離
別
し
て
か
ら
の
時
間
の
推
移
を

詠
む
表
現
は
あ
る
が
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
の
表
現
が
少
な
く
、
送
別
宴
を

行
う
時
期
に
沿
っ
て
景
物
を
詠
む
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
季
節
と
関
わ
る
景

物
（
及
び
そ
の
季
節
と
関
連
す
る
発
想
）
は
、
送
別
の
主
旨
を
表
し
て
い
る

と
共
に
、
宴
会
を
楽
し
ま
せ
る
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
前
に
挙

げ
た
三
九
九
七
と
三
九
九
八
で
用
い
て
い
る
「
玉
を
貫
く
」
（
「
薬
玉
を
作
っ

て
遊
ぶ
」
２
３

）
と
い
う
表
現
が
そ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
送
別
の
際
に
景
物

を
積
極
的
に
詠
み
込
む
こ
と
、
及
び
「
離
別
後
に
美
景
を
共
に
で
き
な
く
な

る
」
と
い
う
発
想
は
中
国
の
漢
詩
か
ら
受
容
し
た
が
、
宴
会
と
い
う
場
面
に

よ
っ
て
、
離
別
の
悲
し
み
が
希
薄
に
な
っ
た
と
い
え
る
。 

 

藤
原
後
陰
が
か
ら
も
の
の
つ
か
ひ
に
、
長
月
の
つ
ご
も
り
が
た
に
ま

か
り
け
る
に
、
う
へ
の
を
の
こ
ど
も
酒
た
う
び
け
る
つ
い
で
に
よ
め

る 

ふ
ぢ
は
ら
の
か
ね
も
ち 

も
ろ
と
も
に 

鳴
き
て
と
ど
め
よ 

 

き
り
ぎ
り
す 

 

秋
の
別
れ
は 

惜
し
く
や
は
あ
ら
ぬ
（
古
今
八
・
三
八
五
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

平
も
と
の
り 

秋
霧
の 

と
も
に
立
ち
い
で
て 

別
れ
な
ば 

は
れ
ぬ
お
も
ひ
に 

恋
ひ

や
わ
た
ら
む
（
古
今
八
・
三
八
六
） 

 

こ
の
二
首
は
古
今
集
の
「
離
別
歌
」
に
収
録
さ
れ
た
送
別
宴
の
歌
で
あ
る
。

藤
原
後
陰
の
送
別
宴
が
長
月
に
行
わ
れ
た
た
め
、
歌
で
は
「
き
り
ぎ
り
す
」

「
秋
の
別
れ
」
と
「
秋
霧
」
を
詠
み
込
ん
で
い
る
。
こ
の
二
首
の
歌
に
対
し

て
、
松
田
武
夫
氏
は
「
役
目
が
終
わ
れ
ば
再
び
帰
京
す
る
こ
と
を
予
想
し
て

詠
ん
だ
の
で
、
深
刻
な
悲
哀
感
に
あ
ふ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
評
し
て
い

る
２
４

。
宴
会
の
場
面
と
歌
人
が
季
節
の
景
物
に
関
心
を
寄
せ
る
こ
と
に
従
っ

て
、
離
別
の
悲
し
み
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
悲
し
み
が
希
薄
に
な

っ
た
こ
と
は
、
宴
会
と
い
う
場
面
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
旅
の
形
の
変
化

と
も
関
わ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
遣
新
羅
使
人
の
よ
う
な
長
時
間
、
及
び
一

次
的
な
旅
か
ら
、
任
地
と
都
の
間
を
往
復
す
る
旅
へ
の
変
化
が
、
官
僚
同
士

の
離
別
歌
の
詠
み
方
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
旅
の
目
的
が
多
様
化

す
る
こ
と
も
、「
離
別
」
と
い
う
主
題
を
享
受
す
る
方
法
の
変
化
を
促
し
た
と

思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
古
今
集
の
「
離
別
歌
」
に
収
録
さ
れ
た
僧
侶
の
歌
（
三

九
二
〜
三
九
六
）
は
、
お
寺
に
詣
で
た
人
と
の
別
れ
を
詠
む
歌
で
あ
り
、
山

の
景
物
を
詠
み
、
引
き
止
め
た
い
気
持
ち
を
詠
む
の
で
、
ウ
ィ
ッ
ト
に
と
ん

だ
挨
拶
で
あ
っ
て
、
別
れ
の
悲
し
み
を
詠
ん
だ
歌
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
た
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め
、
古
今
集
の
「
離
別
歌
」
は
男
女
離
別
の
歌
以
外
に
、
友
人
、
同
僚
、
一

時
的
に
会
う
人
た
ち
と
の
離
別
歌
を
収
録
し
て
お
り
、
離
別
の
悲
し
み
を
詠

む
「
悲
別
」
の
歌
は
少
な
く
な
っ
た
。
な
お
、「
旅
」
の
悲
し
み
が
希
薄
に
な

っ
た
の
は
、
「
離
別
歌
」
だ
け
で
は
な
く
、
「
羈
旅
歌
」
も
同
じ
で
あ
る
。 

 

三
、
失
わ
れ
た
「
旅
愁
」 

 

先
述
し
た
よ
う
に
、『
文
選
』
に
お
い
て
、
旅
立
つ
こ
と
を
詠
む
作
は
旅
の

目
的
に
よ
っ
て
「
遊
覧
」
と
「
行
旅
」
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。「
羈
旅
」
は
「
旅

先
に
滞
在
す
る
悲
し
い
旅
」
を
表
す
詩
語
と
し
て
各
巻
に
散
見
す
る
が
、
部

立
で
は
な
い
。 

 

一
方
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
羈
旅
」
は
題
詞
で
あ
り
、
殆
ど
下
級
官
僚

の
歌
や
作
者
未
詳
の
歌
群
の
名
前
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
羈
旅
歌
と
行

幸
従
駕
の
歌
は
同
じ
く
雑
歌
に
属
し
て
い
る
が
、
従
駕
の
歌
を
「
羈
旅
」
に

分
類
し
た
こ
と
は
な
い
。
従
っ
て
、
万
葉
集
の
編
纂
者
は
漢
籍
に
お
け
る
「
羈

旅
」
の
意
味
を
知
っ
た
上
で
、
行
幸
従
駕
と
羈
旅
歌
を
区
別
し
て
用
い
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、「
羈
旅
」
の
歌
群
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
題
詞
で

も
、
離
別
の
悲
し
み
と
旅
愁
を
表
し
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

巻
十
五
遣
新
羅
使
人
の
歌
群
に
は
「
別
れ
を
悲
し
び
て
贈
答
し
、
ま
た
海
路

に
情
を
慟
ま
し
め
て
思
ひ
を
陳
べ
」（
三
五
七
八
〜
三
七
二
二
）
と
記
し
て
お

り
、
巻
十
七
旅
人
の
傔
從
の
歌
群
に
は
「
こ
こ
に
羈
旅
を
悲
傷
し
、
各
所
心

を
陳
べ
て
」（
三
八
九
〇
〜
三
八
九
九
）
と
あ
る
。
巻
十
七
の
歌
が
家
持
と
直

接
に
関
わ
っ
て
い
る
以
上
、
伊
藤
博
氏
は
遣
新
羅
使
の
歌
群
の
冒
頭
と
末
尾

に
手
を
加
え
た
の
は
整
理
者
の
家
持
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
２
５

。
つ
ま
り
、

離
別
の
悲
し
み
と
旅
愁
を
両
歌
群
の
基
調
に
し
た
の
は
、
家
持
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
題
詞
が
指
す
旅
愁
は
、
海
路
と
い
う
旅

方
式
と
関
わ
り
、
旅
中
の
困
難
と
危
険
に
対
す
る
不
安
と
理
解
さ
れ
る
。
こ

の
悲
し
み
は
、
漢
詩
に
お
け
る
「
旅
愁
」（
故
郷
以
外
の
と
こ
ろ
で
さ
す
ら
う

悲
し
み
）
と
意
味
上
の
違
い
が
あ
る
。
例
え
ば
、『
懐
風
藻
』
の
「
旅
愁
」
に

つ
い
て
語
る
詩
作
を
挙
げ
て
見
よ
う
。 

 

五
言
。
奉
西
海
節
度
使
之
作
。 

往
歳
東
山
役
。
今
年
西
海
行
。
行
人
一
生
裏
。
幾
度
倦
レ

辺
兵
。 

  

こ
れ
は
『
懐
風
藻
』
に
収
録
さ
れ
た
藤
原
宇
合
の
詩
で
あ
り
、
職
の
変
動

の
た
め
旅
に
出
る
こ
と
に
対
し
、
中
国
漢
詩
に
近
い
倦
怠
の
感
情
を
表
し
て

い
る
。
辺
境
に
赴
任
し
た
く
な
い
意
味
も
読
み
取
れ
る
。
辰
巳
正
明
氏
は
宇

合
を
餞
別
す
る
高
橋
虫
麻
呂
の
歌
を
取
り
上
げ
、
歌
と
詩
が
表
す
感
情
の
相

違
を
指
摘
し
た
２
６

。
虫
麻
呂
が
詠
ん
だ
歌
に
お
い
て
は
、
朝
廷
か
ら
節
度
使

と
し
て
任
命
さ
れ
た
こ
と
を
名
誉
と
し
て
お
り
、
反
歌
の
「
千
万
の 

軍
な

り
と
も 

言
挙
げ
せ
ず 

取
り
て
来
ぬ
べ
き 

士
と
そ
思
ふ
」（
六
・
九
七
二
）

は
特
に
任
命
さ
れ
る
誇
り
を
表
し
て
い
る
。
辰
巳
氏
の
論
に
よ
れ
ば
、
こ
の

詩
で
は
、
中
国
六
朝
詩
人
の
立
名
へ
の
意
識
が
背
後
に
あ
り
、
宇
合
の
「
政

治
的
拙
折
」
を
表
す
と
し
て
い
る
２
７

。
宇
合
が
中
国
六
朝
詩
人
の
思
想
を
ど

の
く
ら
い
受
容
し
た
の
か
は
別
の
問
題
と
し
て
、
和
歌
と
漢
詩
の
表
現
の
相

違
は
辰
巳
氏
が
指
摘
し
た
と
お
り
だ
と
思
わ
れ
る
。
家
か
ら
離
れ
る
旅
は
あ

る
種
の
漂
泊
と
見
な
さ
れ
、
さ
す
ら
う
生
活
を
早
く
終
え
た
い
と
い
う
「
旅

愁
」
は
、『
文
選
』
に
お
い
て
よ
く
見
ら
れ
る
。
家
か
ら
離
れ
る
理
由
が
故
郷

か
ら
離
れ
た
土
地
へ
の
赴
任
で
あ
っ
て
も
、
名
誉
な
こ
と
と
し
て
詠
ま
ず
、

故
郷
か
ら
止
む
を
得
ず
離
れ
る
一
種
の
「
旅
愁
」
と
し
て
見
な
さ
れ
る
。
例

え
ば
、『
文
選
』
に
収
録
さ
れ
た
陸
機
の
「
羈
宦
」
詩
（
雑
擬
下
・
雑
体
詩
三

十
首
）
に
お
い
て
、
「
遊
子
易
二

感
愾
一

、
躑
躅
還
自
憐
」
の
内
容
が
あ
る
。

こ
れ
は
陸
機
が
平
原
内
史
に
任
命
さ
れ
た
後
に
書
か
れ
た
も
の
２
８

で
あ
る

が
、
故
郷
か
ら
離
れ
る
哀
傷
が
溢
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
仕
途
の
た
め
、

現
実
の
生
活
の
た
め
、
精
神
的
な
自
由
が
得
ら
れ
な
い
、
と
い
う
感
情
を
詠

む
の
が
中
国
詩
の
定
番
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
宇
合
の
詩
は
『
文
選
』
に
お

け
る
「
旅
愁
」
を
受
容
し
た
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
万
葉
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集
』
に
お
い
て
、
家
持
は
「
慟
レ

情
陳
レ

思
（
情
を
慟
ま
し
め
て
思
ひ
を
述
べ

る
）
」
と
「
悲
二

傷
羈
旅
一

（
羈
旅
を
悲
傷
す
る
）
」
の
表
現
を
用
い
て
万
葉
の

題
詞
を
書
い
た
が
、
文
脈
か
ら
見
る
と
、
漢
詩
の
「
旅
愁
」
を
指
し
て
い
る

の
で
は
な
い
。
万
葉
の
題
詞
が
表
し
て
い
る
旅
愁
は
、
や
は
り
和
歌
で
の
離

別
の
悲
し
み
と
旅
路
の
安
全
に
対
す
る
不
安
を
指
し
て
い
る
だ
ろ
う
。 

 

な
お
、
『
古
今
和
歌
集
』
に
な
る
と
、
「
羈
旅
」
と
い
う
語
の
背
後
に
あ
る

旅
愁
が
、
さ
ら
に
失
わ
れ
た
と
い
え
る
。
そ
の
理
由
は
、「
羈
旅
歌
」
の
編
纂

基
準
の
変
化
と
関
わ
っ
て
い
る
。『
古
今
和
歌
集
』
で
は
、
旅
立
つ
こ
と
を
詠

む
歌
は
『
文
選
』
の
よ
う
に
旅
の
目
的
に
よ
っ
て
「
遊
覧
」
と
「
行
旅
」
に

分
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
全
て
「
羈
旅
歌
」
の
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

よ
う
に
編
纂
す
る
理
由
と
し
て
、
ま
ず
、
旅
立
つ
こ
と
を
詠
む
和
歌
の
数
が

少
な
い
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
古
今
集
の
「
離
別
歌
」
の
詞
書
を
見
る
と
、

「
越
へ
ま
か
り
け
る
人
に
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る
」（
三
七
〇
）
、「
東
の
方
へ

ま
か
り
け
る
人
に
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る
」（
三
七
三
）
、「
あ
ふ
さ
か
に
て
人

を
別
れ
け
る
時
よ
め
る
」
（
三
七
四
）
な
ど
が
あ
り
、
「
離
別
」
は
「
旅
に
よ

っ
て
人
と
別
れ
る
」
意
味
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
従
っ
て
、「
離
別
歌
」
は

送
り
手
が
必
要
で
あ
り
、
対
詠
的
の
性
格
を
持
つ
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
羈
旅

歌
」
は
「
唐
土
に
て
月
を
見
て
よ
み
け
る
」（
四
〇
六
）
、「
東
の
方
よ
り
京
へ

ま
う
で
く
と
て
、
道
に
て
よ
め
る
」（
四
一
三
）
、「
越
の
国
へ
ま
か
り
け
る
時
、

白
山
を
見
て
よ
め
る
」（
四
一
四
）
、「
甲
斐
国
へ
ま
か
り
け
る
時
、
道
に
て
よ

め
る
」（
四
一
六
）
な
ど
の
詞
書
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
旅
中
の
歌
で
あ
る
。

従
っ
て
、「
離
別
」
と
い
う
題
材
が
和
歌
の
贈
答
の
伝
統
に
相
応
し
い
こ
と
が
、

歌
の
数
が
「
羈
旅
歌
」
の
倍
を
越
え
て
い
る
理
由
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、

旅
中
の
体
験
や
心
情
を
詠
む
「
羈
旅
」
は
漢
詩
か
ら
受
容
し
た
主
題
で
あ
る

た
め
、
和
歌
の
伝
統
か
ら
言
う
と
、
新
し
い
題
材
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
後
撰
集
』
に
お
い
て
は
、
こ
の
傾
向
が
一
段
と
顕
著
に
な
る
。
『
後
撰
集
』

に
お
い
て
、「
離
別
」
と
「
羈
旅
」
の
主
題
は
独
立
し
て
お
ら
ず
、
同
じ
く
巻

十
九
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。「
離
別
」
は
四
十
六
首
の
歌
を
収
録
し
て
二
十
二

首
が
贈
答
の
歌
で
あ
る
の
に
対
し
、「
羈
旅
」
は
十
八
首
で
あ
り
、
全
て
単
独

の
歌
で
あ
る
。
「
羈
旅
」
の
詞
書
で
は
、
「
道
中
よ
り
た
よ
り
の
人
に
つ
け
て

つ
か
は
し
け
る
」（
後
撰
・
一
三
五
三
）「
遠
き
所
よ
り
帰
り
ま
う
で
来
け
る
、

道
に
留
ま
り
て
」（
後
撰
・
一
三
六
五
）
の
よ
う
に
道
中
で
詠
む
と
い
う
作
歌

背
景
を
強
調
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
旅
中
の
見
物
な
ど
を

詠
む
歌
は
独
詠
的
な
性
格
を
持
つ
た
め
、
歌
の
数
が
少
な
い
。
そ
の
た
め
、

『
文
選
』
の
よ
う
に
旅
の
目
的
に
よ
っ
て
細
分
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

従
っ
て
、『
古
今
和
歌
集
』
の
「
羈
旅
歌
」
は
赴
任
の
旅
、
遊
覧
の
旅
、
従
駕

の
旅
な
ど
の
様
々
な
旅
で
詠
ん
だ
歌
を
ま
と
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
贈
答
歌
と
は
異
な
り
、
旅
中
で
歌
を
詠
む
場
面
は
限
ら
れ
て
い
る
。

本
論
は
『
古
今
和
歌
集
』
の
「
羈
旅
歌
」
の
題
詞
、
左
注
或
い
は
歌
の
内
容

に
よ
っ
て
、
「
羈
旅
」
を
詠
む
場
面
を
次
の
四
つ
に
分
け
る
こ
と
と
す
る
。 

（
１
）
家
族
に
届
け
る
歌 

（
２
）
道
中
の
留
ま
り
、
旅
中
の
宴 

（
３
）
遊
覧
先
の
歌 

（
４
）
従
駕
の
歌 

（
１
）
は
小
野
篁
が
隠
岐
国
に
流
罪
さ
れ
る
時
の
歌
（
四
〇
七
）
が
挙
げ
ら

れ
る
。
詞
書
に
「
舟
に
の
り
て
出
で
立
つ
と
て
、
京
な
る
人
の
も
と
に
つ
か

は
し
け
る
」
と
記
し
て
お
り
、
旅
中
で
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
、
巻
十
八
「
雑
歌
下
」
に
も
小
野
篁
の
歌
一
首
「
思
ひ
き
や 

ひ

な
の
別
れ
に 

お
と
ろ
へ
て 

海
人
の
縄
た
き 

い
さ
り
せ
む
と
は
」（
九
六

一
）
が
収
録
さ
れ
、
詞
書
に
「
隠
岐
国
に
流
さ
れ
侍
り
け
る
時
に
よ
め
る
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
首
は
作
歌
背
景
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
旅
中

の
歌
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
「
羈
旅
」
と
「
雑
歌
」
に
収
録
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
。（
２
）
は
在
原
業
平
の
東
下
り
の
歌
（
四
一
〇
、
四
一
一
）
や
詞
書
に
「
道

に
て
よ
め
る
」
を
記
し
た
歌
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、「
甲
斐
国
へ
ま
か
り

け
る
時
、
道
に
て
よ
め
る
」
と
記
し
た
躬
恒
の
歌
（
四
一
六
）
は
、
具
体
的

に
ど
の
場
面
で
詠
ま
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
た
だ
歌
人
の
経
歴
か
ら
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赴
任
す
る
途
中
の
歌
だ
と
推
測
で
き
る
。（
３
）
は
藤
原
兼
輔
の
但
馬
国
の
湯

に
行
く
途
中
の
歌
（
四
一
七
）
、
惟
喬
親
王
に
従
っ
て
狩
に
行
く
途
中
で
詠
ま

れ
た
業
平
の
歌
（
四
一
八
）
と
紀
有
恒
（
四
一
九
）
の
歌
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
４
）
に
は
宇
多
天
皇
の
宮
滝
行
幸
の
時
に
詠
ま
れ
た
菅
原
道
真
の
歌
（
四

二
〇
）
と
素
性
法
師
の
歌
（
四
二
一
）
が
あ
る
。（
３
）
と
（
４
）
を
見
る
と
、

旅
の
目
的
を
記
し
て
、
天
皇
の
歌
と
官
僚
の
歌
に
よ
っ
て
分
類
す
る
万
葉
集

の
編
纂
方
法
２
９

と
は
異
な
り
、
古
今
集
の
撰
者
は
旅
中
の
作
と
い
う
条
件
を

満
た
し
た
遊
覧
と
従
駕
の
歌
も
「
羈
旅
歌
」
に
分
類
し
た
。 

 

ま
た
、（
１
）
の
場
合
は
、
道
中
で
個
人
的
に
歌
を
詠
む
こ
と
が
思
わ
れ
る

が
、
（
２
）
（
３
）
（
４
）
の
場
合
は
集
団
の
中
で
歌
を
詠
む
可
能
性
が
高
い
。

特
に
（
３
）
と
（
４
）
は
『
万
葉
集
』
に
お
い
て
、
殆
ど
雑
歌
に
属
し
て
い

る
が
、「
羈
旅
」
に
分
類
さ
れ
た
の
は
古
今
集
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
集
団
で

歌
を
詠
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
詠
み
が
技
巧
的
に
な
り
、
離
別
の
悲
し
み
と
旅

愁
が
単
な
る
歌
の
題
に
な
り
、
次
第
に
概
念
に
な
っ
て
い
く
。
例
え
ば
、「
か

き
つ
ば
た
」
を
句
の
頭
に
し
た
業
平
の
歌
（
四
一
〇
）
の
詞
書
に
「
旅
の
心

を
よ
ま
む
と
て
よ
め
る
」
と
書
い
て
あ
り
、「
旅
」
と
い
う
題
詠
の
形
成
が
窺

え
る
。
さ
ら
に
、
遊
覧
歌
と
従
駕
歌
の
よ
う
な
旅
を
楽
し
む
歌
を
「
羈
旅
」

に
分
類
し
た
結
果
、
旅
愁
が
よ
り
一
層
希
薄
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
古
今

集
の
撰
者
が
旅
歌
の
編
纂
方
法
を
変
え
、「
羈
旅
」
と
い
う
語
を
再
定
義
し
た

と
い
え
る
。
古
今
集
の
撰
者
が
用
い
た
方
法
は
、
元
々
「
羈
旅
」
の
「
羈
」

が
持
つ
旅
愁
の
情
を
単
に
「
留
ま
る
」
と
い
う
意
味
に
再
解
釈
し
、
羈
旅
歌

を
「
旅
中
の
歌
」
に
し
た
。 

 

お
わ
り
に 

 

本
論
文
で
は
、
漢
語
が
古
代
日
本
の
韻
文
学
の
『
万
葉
集
』
や
『
古
今
和

歌
集
』
に
お
け
る
使
用
法
か
ら
、『
古
今
和
歌
集
』
の
撰
者
の
分
類
法
を
考
察

し
た
。
結
論
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

（
一
）「
羈
旅
」
は
中
国
漢
詩
集
に
お
い
て
、
旅
先
に
「
滞
在
す
る
旅
」
を

表
す
一
つ
の
詩
語
で
あ
る
が
、
一
つ
の
部
立
と
し
て
な
っ
て
い
な
い
。『
万
葉

集
』
に
お
い
て
も
、
「
羈
旅
」
は
独
立
し
た
部
で
は
な
く
、
羈
旅
歌
群
で
は
、

相
聞
的
、
挽
歌
的
な
諸
要
素
が
混
在
し
て
い
る
。
巻
十
二
の
「
羈
旅
発
思
」

と
「
悲
別
歌
」
を
設
け
た
編
纂
者
は
、
詠
み
手
に
よ
っ
て
「
離
別
」
と
「
羈

旅
」
を
分
け
る
方
法
を
試
み
た
。
『
古
今
和
歌
集
』
に
な
る
と
、
「
離
別
歌
」

「
羈
旅
歌
」「
恋
歌
」「
哀
傷
歌
」
の
部
が
成
立
し
、「
離
別
」
と
「
羈
旅
」
は

形
式
と
し
て
独
立
し
た
部
に
な
り
、
編
纂
基
準
が
そ
れ
ぞ
れ
定
着
し
た
。『
古

今
和
歌
集
』
の
「
離
別
歌
」
と
「
羈
旅
歌
」
は
「
恋
」
や
「
死
」
を
詠
む
歌

か
ら
分
離
し
、
「
旅
」
と
い
う
主
題
が
明
確
に
な
っ
た
。 

 

「
羈
旅
」
と
い
う
分
類
の
編
纂
基
準
に
つ
い
て
、『
万
葉
集
』
巻
三
の
「
柿

本
人
麻
呂
羈
旅
歌
八
首
」
や
「
高
市
黒
人
羈
旅
歌
八
首
」
を
見
る
と
、
万
葉

初
期
に
「
羈
旅
」
は
天
皇
の
従
駕
の
旅
と
区
別
す
る
た
め
、「
官
僚
の
旅
」
と

し
て
、
編
纂
者
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
最
初
の

「
羈
旅
」
の
歌
群
は
、
歌
人
の
身
分
に
よ
っ
て
歌
を
分
類
す
る
方
法
の
も
と

で
、
成
り
立
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
巻
三
以
外
に
、
巻
七
羈
旅
作
の

歌
に
詠
み
こ
ま
れ
る
地
名
に
よ
る
分
類
法
や
、
巻
十
二
「
羈
旅
発
思
」
の
詠

み
手
に
よ
る
分
類
法
な
ど
が
存
在
し
て
い
る
が
、『
古
今
和
歌
集
』
の
よ
う
に

旅
の
時
間
軸
に
よ
っ
て
「
人
と
別
れ
る
歌
」（
離
別
歌
）
と
「
旅
中
の
歌
」（
羈

旅
歌
）
の
分
類
方
法
は
ま
だ
確
立
し
て
い
な
い
。
但
し
、
巻
十
五
の
「
旅
」

と
関
わ
る
「
遣
新
羅
使
人
」
の
歌
群
で
は
、
人
と
別
れ
る
「
贈
答
歌
十
一
首
」

が
冒
頭
部
に
置
か
れ
、
歌
を
旅
の
時
間
軸
に
よ
っ
て
配
列
し
て
い
る
こ
と
が

見
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
旅
の
時
間
軸
に
よ
っ
て
歌
を
配
列
す
る
方
法
は
、
万

葉
後
期
に
は
既
に
存
在
し
て
い
た
。『
古
今
和
歌
集
』
は
そ
の
編
纂
方
法
を
継

承
し
、「
離
別
歌
」
と
「
羈
旅
歌
」
を
設
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
、『
古
今
和
歌
集
』
の
「
羈
旅
歌
」
は
殆
ど
官
僚
の
歌
を
収
録
し
て
い

る
た
め
、「
羈
旅
」
が
「
官
僚
の
旅
」
を
指
す
と
い
う
万
葉
初
期
の
編
纂
方
法

も
継
承
し
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

（
二
）「
餞
別
」
と
い
う
漢
詩
か
ら
の
主
題
の
受
容
に
よ
っ
て
、
官
僚
同
士
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の
離
別
歌
が
多
く
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
万
葉
後
期
で
は
、
官
僚
同
士

の
送
別
宴
で
詠
ま
れ
た
歌
が
多
く
収
録
さ
れ
て
お
り
、
特
に
家
持
周
辺
の
歌

が
顕
著
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、『
古
今
和
歌
集
』
の
「
離
別
」
の
部
立
の
成

立
を
促
し
た
。
ま
た
、
公
的
な
場
面
で
、
集
団
で
詠
ま
れ
る
「
別
れ
」
が
古

今
集
の
従
駕
歌
を
羈
旅
の
部
に
い
ら
れ
る
一
要
因
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
宴

会
と
い
う
作
歌
場
面
が
あ
る
こ
と
で
、
歌
が
詠
ま
れ
る
離
別
の
悲
し
み
が
希

薄
に
な
っ
て
い
る
。 

 

（
三
）
旅
中
の
体
験
を
詠
む
歌
の
数
が
比
較
的
に
少
な
い
た
め
、『
古
今
和

歌
集
』
の
編
纂
者
は
、
旅
中
で
詠
ま
れ
た
歌
を
旅
の
目
的
を
問
わ
ず
、
全
て

「
羈
旅
歌
」
に
ま
と
め
た
。
「
羈
旅
歌
」
が
少
な
い
理
由
と
し
て
、
「
羈
旅
」

は
漢
詩
か
ら
受
容
し
た
題
材
で
あ
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
中
国
漢
詩
に

お
け
る
「
羈
旅
」
は
、
詩
人
の
憂
鬱
や
、
孤
独
感
な
ど
の
内
面
的
な
心
情
を

含
め
、
独
詠
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
詩
語
で
あ
る
。
一
方
、『
万
葉
集
』
で

は
「
羈
旅
」
と
い
う
漢
語
を
受
容
し
た
が
、「
羈
旅
」
に
分
類
さ
れ
た
歌
は
相

聞
や
挽
歌
の
表
現
を
借
り
て
詠
ま
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。「
旅
愁
」
を
詠
む

歌
が
あ
っ
て
も
、
家
族
を
思
う
悲
し
み
や
、
旅
路
に
対
す
る
不
安
な
ど
を
詠

む
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
。
『
古
今
和
歌
集
』
に
な
る
と
、
「
恋
」
と
「
死
」
の

要
素
か
ら
分
離
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
羈
旅
」
と
い
う
部
立
が
確
立
さ
れ
た

が
、
歌
の
数
が
少
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、「
羈
旅
歌
」
の
一
巻
に
な
る
た

め
に
、『
古
今
和
歌
集
』
の
撰
者
は
遊
覧
の
歌
と
従
駕
の
歌
を
「
羈
旅
歌
」
に

分
類
し
た
方
法
を
取
っ
た
。
そ
の
分
類
に
よ
っ
て
、
羈
旅
歌
を
「
旅
中
の
歌
」

と
い
う
意
味
に
変
化
し
、
漢
語
・
漢
詩
の
「
羈
旅
」
が
持
つ
旅
愁
の
陰
影
が

希
薄
に
な
っ
た
。 

 

注 ＊
本
文
が
引
用
し
た
『
万
葉
集
』
の
原
文
及
び
訓
読
は
西
本
願
寺
本
を
底
本

と
し
た
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
（
小
学
館
）
に
拠
っ
た
。
『
古
今
和
歌

集
』
の
原
文
は
藤
原
定
家
筆
の
伊
達
家
旧
蔵
本
を
底
本
と
し
た
『
全
対
訳 

日

本
古
典
新
書
』（
片
桐
洋
一
訳
・
注
、
三
省
堂
書
店
）
に
拠
っ
た
。
中
国
漢
詩

の
原
文
は
上
海
古
籍
出
版
社
刊
『
文
選
』
、
中
華
書
局
刊
『
芸
文
類
聚
』
に
拠

っ
た
。 

 

１ 
 

安
藤
信
広
「
羈
旅
す
る
詩
人
た
ち
ー
『
万
葉
集
』
と
六
朝
文
学
と
」（
『
日 

 
 
 
 

本
文
学
誌
要
』
（
２
４
）
、
１
９
８
１
年
２
月
）
に
詳
し
い
。 

２ 
 

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）
の
頭
注
に
よ
る
と
、
一
四
一 

 
 
 
 

七
番
が
挽
歌
に
収
録
さ
れ
た
理
由
は
、
増
補
の
可
能
性
が
あ
る
。 

３ 
 

最
初
に
巻
七
「
羈
旅
作
」
が
五
畿
七
道
順
で
配
列
さ
れ
て
い
る
と
示
唆 

 
 
 
 

し
た
の
は
村
瀬
憲
夫
氏
「
万
葉
集
巻
七
雑
歌
部
羈
旅
歌
群
の
配
列
」（
『
国 

 
 
 
 

語
と
国
文
学
』
５
７
（
８
）
、
１
９
８
０
年
８
月
）
に
お
い
て
で
あ
る
。 

４ 
 

露
木
悟
義
「
羈
旅
発
思
と
悲
別
歌
」
（
『
万
葉
集
を
学
ぶ 

第
六
集
』
有 

 
 
 
 

斐
閣
、
１
９
７
８
年
）
や
辰
巳
正
明
「
悲
別
の
歌
流
れ 

女
た
ち
の
別 

 
 
 
 

れ
歌
」
（
『
万
葉
集
に
会
い
た
い
』
笠
間
書
院
、
２
０
０
１
年
）
が
挙
げ 

 
 
 
 

ら
れ
る
。 

５ 
 

巻
五
に
収
録
し
た
吉
田
連
宜
か
ら
大
伴
旅
人
へ
の
書
簡
に
お
い
て
、
「
羈 

 
 
 
 

旅
邊
城
懐
古
舊
而
傷
志
」
と
い
う
内
容
が
あ
る
。
歌
群
の
名
前
で
は
な 

 
 
 
 

い
た
め
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。 

６ 
 

『
萬
葉
の
い
の
ち
』
（
塙
書
房
、
１
９
８
３
年
）
１
４
２
頁 

７ 
 

神
野
志
隆
光
氏
は
「
行
路
死
人
歌
の
周
辺
」
（
『
柿
本
人
麻
呂
研
究
』
塙 

 
 
 
 

書
房
、
１
９
９
２
年
）
に
お
い
て
、
旅
人
と
「
家
」「
妻
」
の
間
に
呪
術 

 
 
 
 

的
な
共
感
関
係
を
持
つ
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
伊
藤
博
氏
は 

 

 
 
 

「
「
家
」
と
「
旅
」
」（
『
萬
葉
の
い
の
ち
』
塙
書
房
、
１
９
８
３
年
）
に
お 

 
 
 
 

い
て
、
旅
歌
に
お
け
る
「
家
」
と
「
旅
」
の
構
図
を
指
摘
し
た
。 

８ 
 

和
歌
に
お
け
る
地
名
を
詠
む
表
現
に
つ
い
て
、
折
口
信
夫
「
生
命
の
道 

 
 
 
 

標
」（
「
文
学
様
式
の
発
生
」『
折
口
信
夫
全
集
４
』
中
央
公
論
新
社
、
１ 

 
 
 
 

９
９
５
年
、
１
３
６
〜
１
４
６
頁
）
、
或
は
伊
藤
博
の
「
羈
旅
信
仰
」（
「
近 

 
 
 
 

江
荒
都
歌
の
文
学
史
的
意
義
」
『
万
葉
集
の
歌
人
と
作
品 

上
』
（
塙
書 
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房
、
１
９
７
６
年
、
２
０
５
〜
２
３
９
頁
）
な
ど
の
見
解
が
挙
げ
ら
れ 

 
 
 
 

る
。 

９ 
 

大
室
精
一
氏
は
「
羈
旅
恋
情
歌
の
発
想
」
（
『
万
葉
集
相
聞
の
世
界 

恋 

 
 
 
 

ひ
て
死
ぬ
と
も
』
森
淳
司
・
林
田
正
男
編
、
雄
山
閣
、
１
９
９
７
年
） 

 
 
 
 

に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
歌
を
「
羈
旅
恋
情
歌
」
と
詠
ん
で
お
り
、
そ 

 
 
 
 

の
代
表
的
な
表
現
と
し
て
「
紐
結
ぶ
」
を
挙
げ
た
。 

１
０
「
羈
旅
歌
覚
書
ー
人
麻
呂
歌
集
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
日
本
古
代
論
集
・ 

 
 
 
 
 

土
橋
寛
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
』
笠
間
書
院
、
１
９
８
０
年
） 

 
 
 
 
 

３
０
０
頁 

１
１
「
万
葉
羈
旅
歌
論
」
（
『
三
田
国
文
』
（
９
）
１
９
９
８
年
６
月
）
２
頁 

１
２
「
「
悲
別
歌
」
の
成
立
」（
『
万
葉
悲
別
歌
の
匠
意
』
塙
書
房
、
２
０
１
５ 

 
 
 
 
 

年
）
３
０
０
頁 

１
３ 

「
古
今
歌
巻
の
論
」（
『
万
葉
集
の
構
造
と
成
立 

上
』
塙
書
房
、
１
９ 

 
 
 
 
 

７
４
年
）
２
１
１
頁 

１
４ 

「
大
伴
田
主
、
字
を
仲
郎
と
い
ふ
。
容
姿
佳
艶

よ

う

し

か

え

ん

、
風
流
秀
絶

ふ
う
り
う
し
う
ぜ
つ

、
見
る
人 

 
 
 
 
 

聞
く
者
、
嘆
息
せ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
時
に
、
石
川
女
郎
と
い
ふ
ひ 

 
 
 
 
 

と
あ
り
。

自
も
と
よ

り
双
栖

さ
う
せ
い

の
感
を
な
し
、
恒
に
独
守

ど
く
し
ょ

の
難
き
こ
と
を
悲
し 

 
 
 
 
 

ぶ
。
意
に
書
を
寄
せ
む
と
欲お

も

へ
ど
、
良
信
に
逢
は
ず
。
こ
こ
に
方
便
を 

 
 
 
 
 

作
し
て
、
賤
し
き
嫗
に
似
ず
。
お
の
れ
堝
子

な

べ

を
提さ

げ
て
、
寝
側
に
至
る
。 

 
 
 
 
 

哽
音
蹢
足

き
や
う
お
ん
て
き
そ
く

し
、
戸
を
叩
き
て

諮
と
ぶ
ら

ひ
て
曰
く
、「
東
隣
の
貧
女
、
火
を
取 

 
 
 
 
 

ら
む
と
し
て

来
き
た
る

る
」
と
い
ふ
。
こ
こ
に
仲
郎
、
暗
き
裏
に
冒
隠

ぼ
う
い
ん

の
形 

 
 
 
 
 

を
知
ら
ず
、

慮
お
も
ひ

の
外
に
拘
接

く

せ

ふ

の

計
た
ば
か
り

に
堪
へ
ず
。
思
ひ
の
ま
に
ま
に 

 
 
 
 
 

火
を
取
り
、
跡
に
就つ

き
て
帰
り
去
ら
し
む
。
明
け
て
後
に
、
女
郎
、
既 

 
 
 
 
 

に
自
媒

じ

ば

い

の
愧は

づ
べ
き
こ
と
を
恥
ち
、
復
心
契

ま
た
し
ん
け
い

の
果た

ら
ざ
る
こ
と
を
恨
む
。 

 
 
 
 
 

因よ

り
て
、
こ
の
歌
を
作
り
て
謔
戯

き
や
く
き

を
贈
る
。
」（
『
万
葉
集
①
』『
新
編
日 

 
 
 
 
 

本
古
典
文
学
全
集
』
（
小
学
館
）
９
７
頁
〜
９
８
頁 

１
５ 

松
田
武
夫
氏
は
「
離
別
歌
の
構
造
」（
『
古
今
集
の
構
造
に
関
す
る
研
究
』  

 
 

 
 
 
 
 

風
間
書
房
、
１
９
６
５
年
）
に
お
い
て
、
「
離
別
歌
」
冒
頭
の
四
首
を 

 
 
 
 
 

第
一
歌
群
（
男
性
か
ら
女
性
へ
、
又
、
女
性
か
ら
男
性
へ
贈
っ
た
離
別 

 
 
 
 
 

歌
）
に
分
類
し
た
。 

１
６ 

三
八
七
の
歌
を
単
独
で
見
る
と
、
女
性
が
男
性
を
送
別
す
る
歌
と
理
解 

 
 
 
 
 

で
き
る
が
、
三
八
八
、
三
八
九
と
関
連
さ
せ
て
見
れ
ば
送
別
宴
で
詠
ま 

 
 
 
 
 

れ
た
可
能
性
が
高
い
。 

１
７ 

片
桐
洋
一
訳
・
注
の
『
古
今
和
歌
集
』
（
『
全
対
訳 

日
本
古
典
新
書
』 

 
 
 
 
 

三
省
堂
、
１
９
８
０
年
）
の
注
釈
を
参
照
し
た
。 

１
８ 

中
塩
清
臣
は
「
恋
歌
の
基
点
ー
相
聞
と
挽
歌
と
羈
旅
歌
と
ー
」（
『
国
学 

 
 
 
 
 

院
雑
誌
』
５
５
（
３
）
、
１
９
５
４
年 

）
に
お
い
て
、
「
挽
歌
と
相
聞 

 
 
 
 
 

と
の

M
e
d
i
u
m

が
、
羈
旅
歌
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。 

１
９ 

『
漢
書
』
と
『
後
漢
書
』
に
お
い
て
、
「
餞
」
の
一
文
字
が
送
別
す
る 

 
 
 
 
 

意
味
と
し
て
用
い
る
例
が
あ
る
が
、
「
餞
別
」
の
用
例
が
見
当
た
ら
な 

 
 
 
 
 

い
。
ま
た
、
『
旧
唐
書
』
に
お
け
る
「
餞
別
」
の
用
例
は
五
例
あ
る
。 

 
 
 
 
 

①
「
百
僚
遊
宴
過
従
餞
別
」
（
本
紀
第
十
四
・
憲
宗
）
は
一
例
あ
る
。 

 
 
 
 
 

②
「
以
レ

詩
餞
別
」
（
列
伝
第
一
百
十
五
・
柳
公
綽
）
は
一
例
あ
る
。 

 
 
 
 

「
賦
レ

詩
餞
別
」（
列
伝
第
一
百
二
十
七
・
劉
鄴
、
列
伝
第
一
百
四
十
二
・ 

 
 
 
 
 

田
遊
厳
、
列
伝
第
一
百
四
十
六
・
吐
蕃
）
は
三
例
あ
る
。
「
以
レ

詩
餞 

 
 
 
 
 

別
」
と
「
賦
レ

詩
餞
別
」
の
用
例
は
、
官
僚
同
士
の
個
人
的
な
送
別
詩 

 

 
 
 
 
 

を
詠
む
例
が
あ
り
、
送
別
宴
の
場
面
で
詩
を
詠
む
例
も
あ
る
。 

２
０ 

「
万
葉
集
の
餞
宴
の
歌
ー
家
持
送
別
の
宴
を
中
心
に
」（
『
国
語
と
国
文 

 
 
 
 
 

学
』
８
８
（
６
）
、
２
０
１
１
年
６
月
） 

２
１ 

小
林
真
由
美
「
立
夏
の
ほ
と
と
ぎ
す
ー
家
持
と
暦
ー
」（
『
成
城
国
文
学 

 
 
 
 
 

論
集
』
２
７
、
２
０
０
１
年
３
月
）
を
参
照
し
た
。 

２
２ 
「
餞
別
」
と
い
う
主
題
を
季
節
の
景
物
に
結
び
付
け
る
表
現
に
つ
い
て
、 

 
 
 
 
 

松
田
聡
氏
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
『
懐
風
藻
』
の
餞
宴
詩
、
特
に
長 

 
 
 
 
 

屋
王
邸
で
新
羅
使
を
招
待
す
る
宴
会
詩
と
の
関
連
性
を
指
摘
し
た
。
本 

 
 
 
 
 

論
も
松
田
氏
の
指
摘
に
賛
同
す
る
。
例
え
ば
、
『
文
華
秀
麗
集
』
に
収 

 
 
 
 
 

録
さ
れ
た
「
餞
別
」
詩
の
題
名
に
は
、
「
秋
日
」
「
春
日
」
「
早
春
」
と 
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い
う
語
を
用
い
て
お
り
、
送
別
宴
が
開
催
さ
れ
る
季
節
を
提
示
す
る
こ 

 
 
 
 
 

と
も
、
『
懐
風
藻
』
の
記
し
方
を
継
承
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

２
３ 
『
万
葉
集
④
』『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
、
１
９
９
６
年
） 

 
 
 
 
 

２
０
４
頁
頭
注 

２
４ 

松
田
武
夫
氏
前
掲
著
書
３
６
５
頁 

２
５ 

「
一
つ
の
読
み
ー
遣
新
羅
使
人
た
ち
の
悲
別
贈
答
歌
に
つ
い
て
ー
」 

 
 
 
 

（
『
日
本
語
と
日
本
文
学
』
（
２
）
１
９
８
２
年
１
１
月
） 

２
６ 

「
懐
風
藻
と
万
葉
集
の
交
流
」
（
『
万
葉
集
と
比
較
詩
学
』
お
う
ふ
う
、 

 
 
 
 
 

１
９
９
７
年
） 

２
７ 

『
万
葉
集
と
比
較
詩
学
』
（
お
う
ふ
う
、
１
９
９
７
年
）
３
５
０
頁 

２
８ 

『
文
選
（
詩
篇
下
）
』（
明
治
書
院
、
新
釈
漢
文
大
系
（
１
５
）
）
の
「
題 

 
 
 
 
 

解
」
を
参
照
し
た
。 

２
９ 

拙
稿
「
『
万
葉
集
』
巻
三
雑
歌
に
お
け
る
「
羈
旅
」
」
（
『
日
本
学
研
究
』 

 
 
 
 

（
２
７
）
、
北
京
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
編
、
北
京
・
学
苑
出
版
社
、
２ 

 
 
 
 
 

０
１
７
年
１
０
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

引
用
文
献 

（
唐
）
欧
陽
詢
撰
『
芸
文
類
聚
』
汪
紹
楹
校
注
、
上
海
・
中
華
書
局
、
１
９

６
５
年
。 

松
田
武
夫
『
古
今
集
の
構
造
に
関
す
る
研
究
』
、
風
間
書
房
、
１
９
６
５
年
。 

伊
藤
博
『
万
葉
集
の
構
造
と
成
立 

上
』
、
塙
書
房
、
１
９
７
４
年
。 

（
後
晋
）
劉
煦
等
撰
『
旧
唐
書
』
上
海
・
中
華
書
局
、
１
９
７
５
年
。 

露
木
悟
義
「
羈
旅
発
思
と
悲
別
歌
」
、
伊
藤
博
・
稲
岡
耕
二
編
『
万
葉
集
を
学

ぶ 

第
六
集
』
、
１
２
８
頁
〜
１
４
２
頁
、
有
斐
閣
、
１
９
７
８
年
。 

紀
貫
之
他
撰
『
古
今
和
歌
集
』
片
桐
洋
一
校
注
、
三
省
堂
書
店
、
１
９
８
０

年
。 

神
野
志
隆
光
「
羈
旅
歌
覚
書
ー
人
麻
呂
歌
集
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
、
土
橋
寛
先
生

古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
日
本
古
代
論
集
』
、
２
８
５
頁
〜
３
０
２
頁
、

笠
間
書
院
、
１
９
８
０
年
。 

安
藤
信
広
「
羈
旅
す
る
詩
人
た
ち
ー
『
万
葉
集
』
と
六
朝
文
学
と
」『
日
本
文

学
誌
要
』
第
２
４
巻
、
３
頁
〜
１
４
頁
、
１
９
８
１
年
。 

伊
藤
博
「
一
つ
の
読
み
ー
遣
新
羅
使
人
た
ち
の
悲
別
贈
答
歌
に
つ
い
て
ー
」

『
日
本
語
と
日
本
文
学
』
第
２
巻
、
１
頁
〜
１
０
頁
、
１
９
８
２
年
。 

伊
藤
博
『
萬
葉
の
い
の
ち
』
塙
書
房
、
１
９
８
３
年
。 

西
宮
一
民
『
万
葉
集
全
注 

巻
三
』
有
斐
閣
、
１
９
８
４
年
。 

（
梁
）
蕭
統
撰
『
文
選
』（
唐
）
李
善
注
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
１
９
８
６
年
。 

神
野
志
隆
光
『
柿
本
人
麻
呂
研
究
』
塙
書
房
、
１
９
９
２
年
。 

小
島
憲
之
、
木
下
正
俊
、
東
野
明
雄
校
注
『
万
葉
集
①
〜
④
』
、
小
学
館
、
１

９
９
４
年
〜
１
９
９
６
年
。 

大
室
精
一
「
羈
旅
恋
情
歌
の
発
想
」
、
森
淳
司
・
林
田
正
男
編
『
万
葉
集
相
聞

の
世
界 

恋
ひ
て
死
ぬ
と
も
』
、
１
８
８
頁
〜
２
０
２
頁
、
雄
山
閣
、
１
９
９

７
年
。 

辰
巳
正
明
『
万
葉
集
と
比
較
詩
学
』
、
お
う
ふ
う
、
１
９
９
７
年
。 

小
林
真
由
美
「
立
夏
の
ほ
と
と
ぎ
す
ー
家
持
と
暦
ー
」
『
成
城
国
文
学
論
集
』

第
２
７
巻
、
１
頁
〜
２
３
頁
、
２
０
０
１
年
。 

辰
巳
正
明
『
万
葉
集
に
会
い
た
い
』
、
笠
間
書
院
、
２
０
０
１
年
。 

梶
裕
史
「
万
葉
羈
旅
歌
論
」『
三
田
国
文
』
第
９
巻
、
１
頁
〜
１
５
頁
、
１
９

９
８
年
。 

松
田
聡
「
万
葉
集
の
餞
宴
の
歌
ー
家
持
送
別
の
宴
を
中
心
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